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　代表取締役社長　高橋　達樹

あるべく、環境への配慮も企業活動の大きな役割としてとらえ、新たな一歩を

多様化したお客様のニーズに即応できる「流通サービス業」を目指しています。

環境経営方針を基に環境経営活動を展開し、地球環境に優しい企業として　　

SDGｓ　環　境　経　営　活　動　レ　ポ　ー　ト

２０２４　年度

活動期間　２０２４年２月１日～２０２５年１月３１日

【ご挨拶】

株式会社倉屋は１８６９年創業以来の実績と信頼の上に卸売業を基盤として、

2025年4月1日

あゆみだしました。

以下、「SDGｓ環境経営活動レポート」としての取り組みをまとめましたので、

私達の取り組みをご高覧の上、ご指導、ご指摘をいただき次の環境経営活動

に生かしてゆきたいと存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社　　倉　　屋

株式会社　倉　　　屋
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２．組織の概要及び環境管理体制

経営最高責任者

【管理部総務部長　関　吉弘】

①エコアクション21に関する経営諸資源の合理的･効果的な運用を

　図り、目的を達成するために環境経営委員会を運営する。

　に提供する。

事務局 【黒木事務　吉田事務　松本事務】

環境経営委員会

　関する実務全般を所管する。

の策定及び進捗管理について協議する。環境経営管理責任者が必要と

認めた者は出席することができる。

①環境経営管理責任者をはじめ、必要な責任者を任命する。該当責任

　者には、現在の責務に関わりなく、兼任で責任と権限を明示する。

②エコアクション21の構築・運用･維持に必要な経営諸資源（人材・

　資金・機器・設備・技術・技能を含む）を準備する。

最高経営責任者･環境経営管理責任者･事務局･部門長で構成し、4半期毎に

環境経営管理責任者が召集する。環境経営目標の設定、環境経営活動計画

環境経営管理
責任者

①事務局として、環境経営管理責任者を補佐し、エコアクション21に

佐藤課長

職名 役割

【代表取締役社長　高橋達樹】

④エコアクション21の構築･運用に関する情報を収集し、環境経営方針・

　見直しのための情報として、構築･運用に関する情報を最高経営責任者

須藤課長

②エコアクション21の構築と運用を円滑に行い、最高経営責任者による

　環境経営目標をはじめシステム全体の見直しを行い、必要に応じ改訂

　を指示する。

③環境経営方針を制定する。

【環境管理責任者】
管理部総務部長

関　吉弘

【事務局】
黒木事務
吉田事務
松本事務

営業部
中島部長

【経営最高責任者】
代表取締役社長

高橋達樹

【環境委員会】
（四半期毎開催）

小西SE 生方部長
物流部
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1．　事業所及び代表者名

代表取締役社長

2．所在地

　〒370-0007　群馬県高崎市問屋町西１－４－６

3．環境経営保全関係の責任者及び担当者連絡先

代表責任者 ：代表取締役社長 高橋　達樹

環境経営責任者 ：本部総務部長 関　　吉弘

担当 ：ＥＡ２１事務局 黒木　可織

吉田　太加美

松本　ユカリ

連絡先　　　　

TEL　：　027-361-3441

FAX　：　027-361-3437

4．事業の内容

5．事業規模

事務所及び倉庫延べ床面積

３．事業概要

単位
2024年度
（37期）

1,438

44

㎡ 4,004

百万円

活動規模

主要製品販売額

従業員数 人

高橋　達樹

株式会社　倉屋

(認証登録範囲）

日用品雑貨の卸売業、インテリア内装工事
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　　　　　　上記理念の実現にあたり、当社の主力事業である卸売業と内装工事業の業務遂行に
　　　　　　於いて、以下に基本的な活動項目を掲げ取り組みます。
　　

　　　
　　　　　①二酸化炭素排出量削減のため、使用電力量の削減・化石燃料の削減に努めます。
　　　　　
　　　　　②廃棄物の発生を抑制するとともにリサイクル率の向上に努めます。　
　　　　　
　　　　　③限りある水は、使用量削減のため節水に努めます。　
　　　　　
　　　　　④環境に関わる法規その他公的規制等を遵守します。
　　　　
　　　　　⑤環境経営方針は、全社員に周知するとともに、環境教育を行い社員の環境に関する意識の
　　　　　　向上を図ります。　
　　
　　　　　⑥環境経営管理に関する情報は社内外に開示し、地域社会とのコミュニケーションを図ります。
　
　　　　　⑦お客様の環境保護活動に有益な情報を提供します。

　　　　　⑧エコドライブを推進し、交通事故撲滅に努め環境に配慮した事業活動をします。

制定日：　2010年　2月　1日
改訂日：　2019年　2月　1日

         代表取締役  高橋　正一

　　　　　　お客様の環境保護活動に有益な情報を提供することに努めてまいります。

〔基本方針〕

　　　　　　

  株式会社　倉 屋

　　４.環境経営方針

〔基本理念〕

　　　　　　㈱倉屋は、地球の環境破壊をくいとめ、美しい地球を子孫達に残すことが、
　　　　　　人類共通の最重要課題であると考え、出来る限り環境に配慮した事業活動をすると共に、
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５.環境経営目標

　　当社に於ける２０２３年度（２０２３年２月１日～２０２４年１月３１日）の環境負荷実績を把握し、
　　２０２４年度の目標を下記のとおり定め活動を開始した。

１．主要な環境経営目標と環境経営負荷・実績

実績 目標 実績 　

2023年

23年2/1～24年1/31

電力の削減 Kwh/百万円 40.88 40.47 39.56

ガソリン使用の削減 ℓ/百万円 2.63 2.60 2.26

軽油使用の削減 ℓ/百万円 34.90 34.55 33.29

ガス使用の削減 Nm3/年間使用量 26.00 25.74 20.00

二酸化炭素排出量 Kg-ＣＯ2/百万円 112.78 111.65 107.22

一般廃棄物の削減 ｔ/年間排出量 16190.0 16028.1 16360.0

産業廃棄物の削減 ｔ/年間排出量 13920.0 13780.8 10930.0

３．水資源投入量の削減
（目標：前期に対し、１％削減）

水道水使用の削減 ｍ3/人数 16.70 16.53 5.47

４．グリーン購入比率の向上 現状を把握 ％ 57.4 58.0 61.4

５．お客様へ環境保護活動に有
益な情報を提供

情報提供と販売 件数 22 23 25

６．環境経営保全の推進 交通事故無事故 件数 0 0 3

2024年度二酸化炭素総排出量

２.上記の目標の他に、以下の取組を推進する。
①ダンボール・コピー用紙・カタログ等リサイクルへの再利用

②使用不能パレットの納入業者への返却及び譲渡による再利用（リユース）
　　　当社は日用品雑貨の卸売業であり、送られてくる荷物も多く使われている梱包資材もパレットも
　　　多量に発生する。
　　　梱包資材は資源リサイクル業者に委託、パレットは運送会社及び取引先各社に協力を仰ぎ
　　　返却再利用する取組を推進している。
③化学物質は使用しておりません。

１．二酸化炭素排出量の削減
（目標：前期に対し、１％削減）

2024年単位

※２０２３年度売上１，３７５百万円：２０２４年度売上１，４３８百万円

　※　資源再生利用は１００％実施継続中

２．廃棄物排出量の削減
（目標：前期に対し、１％削減）

管理実施項目環境経営目的項目

24年2/1～25年1/31

※購入電力の二酸化炭素排出係数は０．４０６を使用。

　※　木製パレットは約９８％以上・プラに関しては１００％再利用している

154180.79（kg-CO2）
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６．環境経営活動計画
活動期間　２０２４年２月～２０２５年１月

年度目標

2024年度 2025年度 2026年度

①エアコン空調温度の適正化

売上高１００万円 2023年度 2023年度 2023年度 電力・ガソリン・ ②照明、ＰＣ電源不要時ＯＦＦの徹底

当りの二酸化炭素 実績に対して 実績に対して 実績に対して 軽油の消費量 ③ガス不使用時期の電源OFF

排出量の削減 1％の削減 2％の削減 3％の削減 の削減 ④社用車車検、整備、エコドライブの

　徹底、燃費の向上

地球の環境破壊 売上高１００万円 2023年度 2023年度 2023年度 廃棄物排出

をくいとめることと 当りの廃棄物の 実績に対して 実績に対して 実績に対して 量の削減

影響する次の 削減 1％の削減 2％の削減 3％の削減

項目に対して

取り組みます

従業員一人当り 2023年度 2023年度 2023年度 水資源投入

の水資源投入量 実績に対して 実績に対して 実績に対して 量の維持管理

の削減 1％の削減 2％の削減 3％の削減

※維持管理

グリーン購入比率 購入品選別 購入品選別 購入品選別 購入品選別

の向上 お客様への情報提供 お客様への情報提供 お客様への情報提供 お客様への情報

提供と販売 推進（カタログ、情報）等を利用

環境保全の推進 環境保全の推進 環境保全の推進 環境保全の推進 環境保全の推進 ①倉庫及び事務所内の整理・整頓、

環境配慮型商品 環境配慮型商品 環境配慮型商品 環境配慮型商品 環境配慮型商品 　　社内駐車場の清掃 

の提案 の提案 の提案 の提案 の提案 ②社内駐車場での漏油等の管理の

施工時の廃棄物 施工時の廃棄物 施工時の廃棄物 施工時の廃棄物 施工時の廃棄物 　　徹底

持ち帰り 持ち帰り 持ち帰り 持ち帰り 持ち帰り ③開封化学系商品・産業廃棄物の

交通事故の削減 交通事故の削減 交通事故の削減 交通事故の削減 交通事故の削減

②お客様への環境活動に有益な情報

　電子マニフェスト導入

①事務用品のグリーン購入の推進

④電子メール・受注システム利用に

①節水活動の推進

　よる紙排出の削減

②コピー裏紙使用の徹底

環境経営方針

④交通事故の削減

②トイレ自動水流の時間設定変更

③給排水管路の点検と使用量の

　チェック

　節水呼びかけポスター・シール貼付

　　管理の徹底

提供、グリーン・環境対応商品販促の

③マニフェストの管理の徹底

環境経営目的

中期目標

環境経営活動計画

2024年度

①廃棄物分別の徹底

項目
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合否

　「目標達成手段」

(１)電力の削減

　①照明時間の管理とLED化の促進

　②室内温度の管理

(２)自動車燃料使用の削減

　①アイドリングストップの実施

　②安全運転講習開催とエコドライブの推進

(３)ガス使用量の削減

　①給湯器の燃焼時間の管理

　『目標』

　

４．グリーン購入比率の向上

推進カタログ・情報等をメーカーに確認しながら利用。

　現状把握と購入時の選別の徹底

 

１．売上高１００万円当たりの二酸化

現状の把握と購入の促進

×

２．売上高１００万円当たりの廃棄物

　　　を提供

　『目標』

　炭素排出量の削減

〇

今年度より、目標単位を売上高から従業員数に変更を行
い、目標達成もできました。2023年度夏の漏水発生以
降、水道量検針が無い月について水量のセルフチェック
を行うようにしました。これにより、月々の使用量がさらに
把握でき、また漏水の早期発見・未然防止に繋がると考
えます。今後はさらなる削減は難しいと考え、使用量の維
持に努めます。

　『目標』

　前期に対し、1％削減

３．従業員一人当たりの水資源

目標数23情報のところ、25情報と目標を達成することが
できました。昨今の体に安全・地球に優しい、エコ商品・
バイオマス商品・リサイクル製品・FSC森林認証紙製品の
広がりを受け、今後もお客様にとって、環境保護活動に
有益な情報を提供・販売してまいります。

（1）電力では、本年度目標より約3％下回ることが出来ま
した。但し、年間の使用量としては対前年でプラス641ｋｗ
ｈとなり、目標数値のみで見ると達成しましたが、原単位
としては昨年より多くなってしまいました。来年度は社内
空調の更新及び電気設備のさらなるLED化とデマンド装
置等の活用・こまめな消灯等で無駄のない電力の使用に
取り組んでまいります。
（2）営業車について、担当替えや配置転換・新車購入を
行い、月によって増減がありましたが、ガソリンは目標よ
り約14％（365.27ℓ）削減、軽油は約5％（112.5ℓ）の削減が
出来ました。
（3）ガスについては、昨年以上に主電源をこまめに入切
すること及び6月～10月に主電源を入れないことにより、
目標より23％の削減、使用量で前年より6㎥の削減が出
来ました。
二酸化炭素排出量は本年度目標より3%減らすことが出
来ました。今後とも、二酸化炭素排出量全体の削減に努
めてまいります。

　『目標』

　　　排出量の削減

一般廃棄物については、本年度目標を2％、原単位で約
332ｋｇ上回ってしまいました。但し全てリサイクルとして排
出しています。
産業廃棄物については、26％の削減、原単位で2851ｋｇ
の削減が出来ました。
今後も緩衝材等の分別・リサイクルの徹底、カタログ等必
要最低限での利用等を推進し一般廃棄物の削減に取り
組みます。

〇

７．環境経営活動計画の取組みと評価

取組計画 評価

　前期に対し、1％削減

５．お客様に環境保護活動に有益な情報

　前期に対し、1％削減

　投入量の削減

〇

△

事務用品については、出来る限りエコ商品を選定して購
入に努めておりますが、必要な商品で対象外の品目につ
いては対応が出来ませんでした。使用率は目標を達成し
ているので、今後もグリーン購入に努めます。

〇

　　交通事故の削減

　『目標』

６．環境保全の推進

　『目標』

今年度も無事故を目標に取り組みましたが、自損事故2
件、被害事故1件発生してしまいました。自損事故につい
ては運転者の不注意による事故の為、適性検査を受け、
社内全体で安全運転講習を行いました。
これを念頭に、来年度は無事故を目指し、社員一同、さら
なるエコドライブ・安全運転を心掛けたいと思います。
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８.環境経営実績と次年度環境経営目標

　　当社に於ける２０２３年度（２０２３年２月１日～２０２４年１月３１日）の環境負荷実績を把握し、
　　２０２４年度の目標を下記のとおり定め活動を開始した。

１．主要な環境経営目標と環境経営負荷・実績

実績 目標 実績 目標 目標

2023年 2025年 2026年

電力の削減 Kwh/百万円 40.88 40.47 39.56 39.16 38.37

ガソリン使用の削減 ℓ/百万円 2.63 2.60 2.26 2.23 2.19

軽油使用の削減 ℓ/百万円 34.90 34.55 33.29 32.96 32.29

ガス使用の削減 Nm3/年間使用量 26.00 25.74 20.00 19.80 19.40

二酸化炭素排出量 Kg-ＣＯ2/百万円 112.78 111.65 107.22 106.15 104.00

一般廃棄物の削減 ｔ/年間排出量 16190.0 16028.1 16360.0 16196.4 15869.2

産業廃棄物の削減 ｔ/年間排出量 13920.0 13780.8 10930.0 10820.7 10602.1

３．水資源投入量の削減
（目標：前期に対し、１％削減）

水道水使用の削減 ｍ3/人数 16.07 15.91 5.47 5.42 5.31

４．グリーン購入比率の向上 購入促進 ％ 57.4 58.0 61.4 62.0 62.6

５．お客様に環境保護活動に有
益な情報を提供

情報提供及び販売 件数 22 23 25 26 27

６．環境経営保全の推進 交通事故無事故達成 件数 0 0 3 0 0

2023年度二酸化炭素総排出量

２.上記の目標の他に、以下の取組を推進する。

①ダンボール・コピー用紙・カタログ等リサイクルへの再利用

　　　当社は日用品雑貨の卸売業であり、送られてくる荷物も多く使われている梱包資材もパレットも
　　　多量に発生する。
　　　梱包資材は資源リサイクル業者に委託、パレットは運送会社及び取引先各社に協力を仰ぎ
　　　返却再利用する取組を推進している。
③化学物質は使用なし。

26年2/1～
27年1/31

１．二酸化炭素排出量の削減
（目標：前期に対し、１％削減）

※購入電力の二酸化炭素排出係数は０．４０６を使用。

※２０２３年度売上１，３７５百万円：２０２４年度売上１，４３８百万円

23年2/1～
24年1/31

24年2/1～25年1/31
25年2/1～
26年1/31

２．廃棄物排出量の削減
（目標：前期に対し、１％削減）

環境経営目的項目 管理実施項目

②使用不能パレットの納入業者への返却及び譲渡による再利用（リユース）

154180.79（kg-CO2）

2024年
単位

9



1．当社に適用となる主な環境経営関連法規

遵守項目 遵守状況

自動車Nox.PM 排出抑制 遵法

・産業廃棄物の収集運搬及び処分委託基準 遵法

・産業廃棄物保管基準 遵法

・マニュフェストの管理 遵法

・盗難防止 遵法

・適切な容器や貯蔵場所 遵法

・指定数量以上の危険物の届出 遵法

・消防用設備等の設置 遵法

・防火管理者の設置 遵法

・リサイクル料金の支払 遵法

・リサイクル券の保管 遵法

フロン排出抑制法 ・簡易検査 遵法

2．環境経営関連法規への違反、訴訟等の有無

違反については自社関係の違反はありません。

また、関係機関等からも特に指摘は無く、訴訟も同様にありませんでした。

９．環境経営関連法規制の遵守状況

法規制等の名称

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

毒物・劇物取締法

消防法

自動車リサイクル法　　
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　　　（株）倉屋は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています

２．来年度の取り組み

１０．代表者による評価と見直し

１．取り組みの評価と今後の課題

上記の2点の取り組みに加え、電力削減のための設備の刷新も取り組んでい
きます。

ガス使用量の削減に関して、使用量が少ない時期は主電源を常時OFFにする
という決めごとを行うだけで、大幅に使用量の削減ができました。今後もこのよ
うな工夫を他の分野でできないか検討していきたいと思います。一般廃棄物は
仕入先からの毎年変わるカタログの廃棄量が増加しています。紙で必要なカタ
ログを必要な数のみ受け取るなど、意識の改革を徹底します。
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